平成２１年度活動報告
平成２１年４月１日より
平成２２年３月３１日まで
Ⅰ明日への指針
　本年は「電子書籍元年」と呼ばれ、キンドル・リーダー・I padなどの登場により、既に一部の読者は電子書籍の可否よりどれにするかに関心は移っている。
先頃のヤフーアンケートによれば、電子書籍積極派は２６％となっているが、いずれは読みやすく、あるいは購入の手軽さや書籍内部の演出や内容のリンクなどで便利になり、違和感も薄れ、生活に溶け込んで行くだろう。との意見に見られるように、ある世代以降には受け入れられていくだろう。
　ましてや、これから読者になるべきこどもたちは生まれた時から、電子媒体が存在し。何の違和感もなく身近なものと感じるだろう。
　事実、電子書籍市場の規模を調査しているインプレスＲ＆Ｄによると平成１８年度は１８２億円だったが、１９年度３５５億円、２０年度は４６４億円と拡大している。
　我々書店に未来はあるのだろうか。人々の中にいささかの郷愁をもって語られる存在になってしまうのだろうか。
　しかし、我々は生き残らなくてはならない。その方法を模索していかなければばらない。
　いま、ＦＭラジオのニュースで全米ではほとんどの出版社がグーグルによる電子データ化を承認した。と伝えている。
　ただし、巨大メディアによる垂直統合となるアメリカ出版業界と違い、今おびただしい数の出版社を擁する水平統合による日本のこの業界がすぐに呼応するとは思えない。
　２月１日国内主要出版社により「日本電子書籍出版社協会」が発足し。３月の設立総会において代表幹事　野間省伸氏は
　「新たに拡大する電子書籍市場が日本の出版界にもたらす大きな影響は、決して無視できるものではありません。かといっていたずらに悲観すべき材料でもありません。」とし「著作者の利益・権利を確保すること」「読者の利便性に資すること」「紙とデジタルとの連動・共存」との３つの理念を柱とし
　「日本の出版界に電子書籍やデジタル化の波が押し寄せてきても「紙か電子か」のゼロサムで考える必要はないと考えています。すぐれたコンテンツを読者に、そして市場に提供する手段が増えることは、むしろ望ましいことでもあります。」と述べられております。
　また、電子書籍市場に関する官民の懇談会に名を連ねており、官民の役割分担のあるべき姿など、主張すべきことは主張し、日本の出版界における文化の多様性を確保して行きたい。と結んでいます。
　これは総会参加の出版社へ向けてのものですが「文化の多様性」との文言に書店への配慮を思い浮かべるのは、手前勝手なものでしょうか。
　今、組合では、送返品同日清算の問題を核に、様々な積年の課題に取り組んでおられる。当青年部もそれらの諸問題に積極的に関わって行かなければならない。
　それと共に、この「黒船襲来」にひるむことなく、情報のデジタル化を積極的に取り込み、アナログである地場の書店へ読者を呼び戻すビジネスモデルをあらたに構築すべき時ではないでしょうか。
　東京青年部設立２０周年記念懇親会では
　「２０年目の当組織は、若手理事たちのいちばんの強みであるインターネットやＩＴ等の技術を駆使した、書店を盛り上げるための施策をを実行して行く。
　先日、書店組合の全店がホームページを持って頂くため、知識と技術がなくても誰でもできる、更新も簡単にできるホームページ網を青年部で用意した。
青年部１４０店だけでなく、親会の協力もいただき６００店以上のホームページ網が完成する可能性を秘めている。それぞれがセンスある店内展示写真で来店動機を醸し出せたら。そのインフラとして積極的にご利用いただきたい。
店頭在庫開示と検索もゴーサインを出した。
かつて地域の書店を愛して頂いた方々にもう一度地場の書店を認識し来店してもらえる方向に誘う武器になると考え、これから１年間、可能性を求めて活動して行く。」と語ったが、もう一歩進んで、電子書籍到来により書籍雑誌に関心が高まるこの時を新たな読者の獲得へのチャンスと捉えるべく、様々なアイデアを出し合い実行して参りましょう。
　かつえ未來社の西谷社長が「出版社がすべきことは読者の望むものを発行することではなく、読者の思いもよらない切り口のものを出版すべき」とおっしゃっておられた。
　いまこそ、我々書店も読者の望む新刊やベストセラーばかりでなく、読者が小さく「ぁ」声を出してしまうような品揃えや見せ方を各店工夫するなどして、決してデジタルの世界ではたどりつけない「書店」を演出し生き残って行くべきと考えています。
　青年部の２０年間は苦闘の歴史そのものでしたが、組織として情報を共有し同じ課題に取り組み仲間との連携を強めた２０年でもありました。いまこそ会員おひとりおひとりの知恵が求められております。
Ⅱ会員数の概況
　平成２２年３月３１日現在　　　　　　　　１４２名（昨年より３名減）
Ⅲ会議等の開催の概要
　１総会
第１９回通常総会
開催日　平成２１年　６月１０日
開催場所　　飯田橋　ホテルメトロポリタン　エドモンド　３階　春琴の間
【審議及び議決の内容】
第一号議案　平成２０年度事業報告承認の件（原案通り可決）
第二号議案　平成２０年度収支決算承認の件（原案通り可決）
第三号議案　平成２１年度事業計画決定の件（原案通り可決）
第四号議案　平成２１年度収支予算決定の件（原案通り可決）
第五号議案　理事定数改正の件（原案通り１２～１５名で可決）
第六号議案　役員選任の件（以下の通り原案通り可決）
	ブロック名
	構成支部名
	候補者名

	中央ブロック（２～３名）
	千代田、中央、港・渋谷、新宿
	小川書店　小川頼之

	
	
	三弥井書店　吉田敬弥

	城北ブロック（２～３名）
	文京、豊島練馬、板橋、北
	赤城書店　牛房邦夫

	
	
	高島平南天堂　内田亨

	城南ブロック（２～３名）
	品川、大田、目黒・世田谷、中野・杉並
	雄文堂　矢澤達治

	
	
	文星堂　礒田直樹

	城東ブロック（２～３名）
	荒川・足立、墨田・葛飾、江東・江戸川
	吉田書籍部　吉田圭一

	
	
	江戸川書房　秋葉良成

	多摩ブロック（２～３名）
	武蔵野、立川、八王子
	分梅書店　下向紅星

	
	
	Book Supportかつざわ書店　勝沢光

	理事会推薦
	
	やまべ書店　山辺真次

	
	
	千歳書店　上地進二

	監査役
	
	梅木書店　梅木秀孝

	
	
	烏山書房　小林洋


※総会後の臨時理事会にて以下の様に会長、副会長を選任した。会計については次回理事会にて選任予定。
会長：赤城書店　牛房邦夫
副会長：①小川書店　小川頼之、②三弥井書店　吉田敬弥
理事会　毎月第２木曜日　開催
第　１回理事会　　４月　８日　木曜日　書店会館３階　出席６名
議題
１　総会について　運営委員会
２　青年部ホームページの説明と進捗状況　広報委員会
３　今年度企画について　企画委員会
４　携帯電話事業進捗状況　ＰＦ委員会
第　２回理事会　　５月１３日　水曜日　書店会館３階　出席６名
議題
１　総会準備
２　青年部発足２０周年記念行事について
３　掘り出し選書進捗状況の説明
４　今年度企画について
５　青年部ホームページの説明と進捗状況　広報委員会
６　携帯電話事業進捗状況　ＰＦ委員会
第　３回理事会　　６月１０日　水曜日　ホテルエドモンド　１階　ベルテンポ　出席７名
議題
１　総会打ち合わせ
２　今年度理事会日程について
３　掘り出し選書進捗状況の説明
４　今年度企画について
５　青年部ホームページの説明と進捗状況　広報委員会
６　携帯電話事業進捗状況　ＰＦ委員会
第　４回理事会　　７月　８日　水曜日　書店会館３階　出席１４名
議題　
１　今年度理事会日程の確認
２　今年度会計の選任
３　掘り出し選書進捗状況
４　青年部ホームページの店内在庫検索システムお披露目
５　秋のバスハイクについて
６　携帯電話事業進捗状況　
第　５回理事会　　８月　６日　木曜日　書店会館３階　出席２７名（九州金文会を含む）
議題
１　２０周年記念行事について
２　青年部ホームページ各店舗ページの利用方法について
３　店内在庫検索システムの利用方法について
４　秋のバスハイク開催決定
５　掘り出し選書第１回実売状況発表
６　九州金文会との交流　各店の懸案事項と打開策について
第　６回理事会　　９月１０日　木曜日　書店会館３階　出席１０名
議題
１　合同厚生企画　バスハイク詳細打ち合わせ
２　２０周年記念企画内容について
３　神保町ブックフェスティバル参加にあたり
４　掘り出し選書ローテーション協力版元を交えて
第　７回理事会　１０月　８日　木曜日　書店会館３階　出席　８名
議題
１　ホームページ進捗状況　技術指導者との契約承認について
２　ホームページ内広告料金体系について
３　バスハイク報告
４　青年部増売企画提案及び版元フェア申し込み窓口設置について
５　掘り出し選書　歴史懇話会４社始動について
第　８回理事会　１１月１２日　木曜日　書店会館３階　出席　９名
議題
１　神保町ブックフェスティバル参加報告
２　青年部２０周年記念行事について
３　掘り出し選書第２回ローテーション報告
４　組合員各店ホームページ網構築について
５　ＨＰ内の版元企画受付窓口構築作業進捗状況について
６　東京都書店案内在庫開示機能進捗状況と今後について
第　９回理事会　１２月１０日　木曜日　書店会館３階　出席１１名
議題
１　２０周年記念パーティーについて
２　ジャパンブックサーチ　協議会参加依頼　親会への提案について
３　ホームページ作成協力について
４　各店ホームページ網構築について　親会での紹介　状況報告
５　ＨＰ内の版元企画受付窓口構築作業進捗状況について
６　東京都書店案内在庫開示機能進捗状況と今後について
第１０回理事会　　１月１４日　木曜日　書店会館３階　出席　８名
議題
１　２０周年記念パーティー内容について
２　ホームページ網　未申し込み店の取扱いについて
３　青年部ホームページ内　４コマ漫画掲載開始
４　渉外　ホームパーティ報告および新年会開催について
第１１回理事会　　　２月　９日　木曜日　書店会館３階　出席　８名
議題
１　理事会出席者増員を求めて
２　店頭活性化具体案について
３　掘り出し選書第３回ローテーション報告
４　２０周年記念懇親会打ち合わせ
５　組織ホームページ進捗状況と在庫開示公開決定について
第１２回理事会　　　３月１１日　木曜日　書店会館３階　出席　６名
議題
１　２０周年記念パーティ報告
２　各店ホームページ網推進
３　中央会青年部協議会と東京青年部の関係について
４　石田徹也作品集予約活動について
Ⅳ　その他の主な活動
Ａ）秋の日帰りバスハイク
平成２１年　９月２７日（日）　山梨県甲州市勝沼　ワイナリー　試飲と同世代家族経営のご夫婦との異業種交流＋バーベキュー＋ぶどう狩り＋ぶどうの丘日帰り湯
Ｂ）神保町ブックフェスティバル
　平成２１年１０月３０日（土）１１月１日（日）各店ショタレ中心に参加
Ｃ）設立２０周年記念懇親会
　平成２２年　２月２２日（月）　センチュリーコート丸の内（明治生命館Ｂ１）
参加人数１０５名　同日「この２０年をつなぐもの」２０年の歩みを公開文書より編集５２Ｐを配布
Ⅴ　委員会報告
１広報委員会
・店内在庫検索機能の追加
 平成２２年２月２２日、青年部ホームページに念願の店頭在庫検索機能を組み
込んだ。書店案内の画面上部に検索窓を設け、キーワードで検索すると候補が
前面にポップアップする。その画面で書名をクリックすると地図上に表示され
ていて店内在庫が検索可能な店の店内在庫を検索する。非常に便利な機能なの
で参照してみていただきたい。
（http://www.tokyo-shoten.or.jp/kumiaimap_utf8.htm）
・書店ホームページ網を作成
 店頭在庫検索機能と同時に書店ホームページ網を作成させていただいた。いわ
ば各書店のホームページ作成代行サービスと言えるもので、無償で各書店の
ホームページを作成させていただく代わりにその右端のスペースを広告として
青年部で利用させていただくというものである。各書店はパスワードにより、
店の宣伝文句や写真等をご自分で更新していただける。書店名だけで検索した
場合でも各店舗のページに到達可能なくふうがしてあるのでわざわざ青年部
ホームページからリンクを辿らなくても直接そのお店のページをご覧いただけ
る様になっている。
　
　現在参加店を引き続き募集中である。積極的なご参加をお願いしたい。
・書店案内の充実
　一部の書店の店頭写真、店主写真を追加した。
・書店案内のメンテナンス
　開店、閉店、営業時間変更等、書店データを実際の店に合わせて修正した。
・改善資金の調達
　交通新聞社、池田書店、アクセスパブリッシングはそれぞれ１年間の広告契
約の継続が決定した。また、新たに聖教新聞社６ヶ月、小学館３ヶ月、ダイヤ
モンド社3ヶ月、潮出版1年、日本図書普及３ヶ月の広告契約が成立した。その
結果、今期は１０万５千円の広告収入が得られた。
　但し、ホームページ作成にご協力いただいている方への「技術指導料」とし
て新規契約分の半額をお渡しすることになっているので既にお渡ししている
３０００円の他に４万９千５百円をお支払いする予定。
　即ち青年部会計への純繰り入れ額は５万２千五百円となる。
２企画委員会
○　掘り出し選書
平成２１年５月１日より掘り出し選書を開始した。第一回ローテーション（同年５月１日から７月３１日）では総販売数２２０冊であった。
第二回ローテーション（同年８月１日から１０月３１日）及び第三回ローテーション（同年１１月１日から翌年１月３１日）では２グループでローテーションが行われないという不備が発覚した。総販売数は第二回ローテーション１１１冊、第三回ローテーション７３冊であった。
青年部ホームページで告知を行い、各版元の出展リスト、展開書店リストなど資料性の高いものを掲示した。
· 歴史懇話会選書
平成２１年１１月１日より、歴史に関係する銘柄だけを集めたジャンル別掘り出し選書の実験を実施した。最初は歴史書を中心とし、版元は歴史書懇話会所属の東京堂書店、吉川弘文館、山川出版社、柏書房に参加いただいた。実施書店は理事会より有志を募り８書店２グループで展開を行っている。
· バスハイクについて
９月２７日予定通り奥野田葡萄酒醸造株式会社　http://www.okunota.com/=>勝沼盆地にてバーベキュー=>ぶどう狩り又は温泉というコースにて開催した。新宿を８時に出発し、新宿着は１９時半頃となった。行きは順調であったが、帰りは渋滞に巻き込まれ３時間半もかかってしまった。当日は天候にも恵まれ、奥野田葡萄酒醸造社長の上手な解説と共にいただいたワインの試飲のでした。は大変好評で皆大量に土産としてワインを買い込んでいた。また、甲府盆地が一望できる最高のシチュエーションの中、オープンテラスでのバーベキューも大変美味しく気持ちの良いもでした。
今回参加者は１４名。内家族参加３名。中型サロンカーにちょうど良い人数でゆったりした行程となった。
３ＰＦ委員会
Booker’sは1年を通して、サイトの充実、会員獲得、書店店頭連動を柱にして活動してきた。サイト上では、4月にコミックサイトを開設、また、6月にSoftBank、7月にdocomo、と公式の３キャリアを取得する。会員獲得の方法として、第1段階では書店店頭でのPOPやシオリ、ポスターなどを使用しての告知を行い、第2段階において10月23日よりモバイル上での広告を打ち始めた。また、第3段階では、3月に大規模な交通広告を実施し、モバイル広告及び交通広告で、一般ユーザーに広く訴求を行った。並行して、毎月、書店店頭において、Booker’sサイトとコラボレーションしながらフェアを展開し、携帯サイトのデジタルユーザーを書店店頭へ、また、書店店頭の読者を携帯サイトへとユーザーの回遊を試みた。携帯上での総合書店でのランキングは、最高位でau、3位、SoftBank、2位、docomo、3位と開設当時にくらべ売上を徐々に伸ばしてきた。
４ＴＳ流通共同組合
組合を設立し満１０年を経過した。現在、会員１４５書店、取引出版社１７３社と拡大している。書店数は減少傾向にあるものの売上は順調に伸びている。年間売上目標の１億円を上回っている。月平均の書店売上は１０万円を超えている。
出版社取引金額のベスト５は新潮社、講談社、角川書店グループ、文藝春秋、小学館の順になっている。中小書店では入荷しにくい売上良好書の本も小部数ながら確実に入荷して、読者の注文に応えることが出来ている。角川書店の「ロスト・シンボル」上・下や４月に発売される「１Q８４」の３巻等、事前に売上が予想される本の事業仕入れも活発におこなわれ参加書店の品揃えに大いに役立っている。
参加書店には売上報奨という形で組合収益を還元している。これも役員はじめ会員の協力の賜物であり、売上が伸びれば収益還元も大きくなるという仕組みをこれからも構築していきたい。
本年はさらに、集品業務をルートサービスから栗田出版販売に業務委託変更をして効率化を図ることが出来た。流通コストの問題等まだ課題はあるが、組合員の知恵と行動で課題を克服していきたい。
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[image: image2.emf]平成２１年度　東京都書店商業組合　青年部　決算報告書

（自　平成２１年４月１日～至　平成２２年３月３１日）

収入の部 支出の部

科目 金額 内訳 科目 金額 内訳

前年度繰り越し -451,969 総会費 183,888 ホテルエドモンド

補助金収入 800,000 本部より レクリエーション費 45,412 バスハイク

ブックフェスティバル売上 11,235 神保町 ２０周年記念パーティー費 52,462

センチュリーコート丸の内

カレンダー売上 23,730 クックアンドライフ 会議費 17,400 自動販売機利用料

広告掲載料売上 55,000 ホームページ広告 渉外費 163,600 青年部協議会他

雑収入 7 受取利息 旅費交通費 96,000 交通費補助

事務用品費 5,850

通信・印刷費 2,700 本部立替

ＦＡＸ一斉同報サービス費 64,867 ネクスウェイ

レンタルサーバー費 31,185 ラディックス

広報委員会費 80,709 はるめきウェブ他

雑費 24,780 振込手数料他

小計 768,853

翌年度繰越 -330,850

合計 438,003 合計 438,003

上記の通り報告致します。 東京都書店商業組合　青年部

平成22年4月20日 会　計　　　秋葉　良成 ㊞


平成２２年度活動計画
平成２２年　４月　１日から
平成２３年　３月３１日まで
Ⅰ　活動方針
　前年の総会において理事定数の改正も可決され、本年度の理事は１２名となった。各支部からの理事選出から都内を５つに分けブロック制とした。そのため、おおよその理事会に於いては、過半数の理事出席があり、各種理事会決定に迅速さが増した。
　また、ほとんどの理事が若返り、活動の方向も新たなる場面へと舵を切った。しかし、ブロック制のため、各支部への活動の浸透に温度差が生じてしまっている。新たなる人材の育成が急務となった。書店業界の未来を担う若手の一層の養成がこれを解決へと向かわせるものと信じ、常に門戸を開いておきたい。
Ⅱ　活動計画
(1) 通常総会の開催
第２０回通常総会を開催する。
平成２２年６月８日　（火）　ホテルメトロポリタンエドモンド　飯田橋
(2) 理事会・執行部会の開催
平成２２年度理事会を毎月一回行う。
(3) 新年会、各種講演会・勉強会等（親会合同を含む）の開催
(4) ブックフェスティバル等各種増売企画の推進。
(5) ボウリング大会・スキー研修旅行・バスハイク等家族厚生企画懇親行事の開催
(6) ＴＳ流通協同組合との事業協力
(7) 東京都中小企業団体青年部協議会との積極的な交流
(8) ブッカーズへの加担・協力
(9) 青年部ホームページ上の新規企画の推進
(10) その他、書店に関わる事業
Ⅲ　委員会活動
(1) 運営委員会
通常総会１回　理事会を１２回開催する。
(2) 広報委員会
（１）理事会の開催案内および議事録の作成
（２）ホームページの改善など情報化に関する以下の活動を行う
・書店ホームページ網に参加していただく店をふやす
 書店ホームページ網に参加していただく店を積極的に募集し、現在ホームページをお持ちでない組合加盟店全店が積極的に活用する様にしてゆく。
・東京都書店案内を全日本書店案内へ
 他道府県の組合と協力してこのホームページに全国の書店データを入力し、東京都だけでなく全国の書店を案内できる様にする。これによりマウス操作で地図に表示される範囲を変えてゆくと全国の書店の情報が得られる様になる。また、最初に表示する位置を各道府県の県庁所在地にすることにより他道府県の組合のホームページ内で自組合の地図として利用できる様になるので、これを利用して他組合のホームページと連動できる様にする。
 本年度は昨年からの懸案であった神奈川県、及び千葉県、埼玉県との連動を目指す。また、努力目標として山梨県、群馬県、栃木県、茨城県との連動を模索してゆく。
・店内在庫を表示できる書店を増やす
 雑誌の在庫がわかる書店は現在１店舗だけである。あえて書籍の在庫を開示せずに雑誌だけを開示することも可能なので、これを積極的に増やしてゆく。
 現在東京都書店案内上に店内在庫を開示している書店数は都内で２２店舗になっている。組合非加盟の為に自らネット上で店内在庫を開示している書店でも東京都書店案内上では在庫開示できない書店がある。今年度はこれらの店に組合加盟を促してゆく。
・書店案内の充実
 一部休日未登録店や店頭写真、店主写真がない書店、未登録の書店が存在する。これらがなくなる様引き続き作業を行う。
・書店案内のメンテナンス
 書店の新規開店、閉店、営業時間・休日の変更等常時書店情報のメンテナンスを行う。
・広報機能を充実
 ホームページを利用して「掘り出し選書」、「読者謝恩図書カード」や「書店くじ」等の企画を積極的に宣伝し、店頭への来店客の増加につなげる。
・改善資金の調達
 版元やその他企業からの広告を引き続き募集し、上記施策を実現する為の費用を調達し、事業展開を模索する。
(3) 企画委員会
I. 掘り出し選書
平成２２年５月１日に各販元が商品構成を見直したものを各書店に配布した。
前回までに見られたローテーション漏れを無くし、新たなPOP、資料を配布、各書店の
販売増を目指し、版元からのより強固な信頼を獲得する。
II. 歴史懇話会選書
歴史懇話会選書の継続実施により、実績を積み上げると共に本格稼動を目指し、協力
　版元・書店を募る。
III. 各種レクリエーション
　前年度は青年部発足２０周年式典を控え、経費圧縮のため、通常3回の各季節ごとの
　レクリエーションの実施を一回に抑えたが、本年度は、要望の強いスキー研修と
　他に各組合員及び家族の親睦をはかれるレクリエーションを実施する。
IV. 神保町ブックフェスティバル
神保町ブックフェスティバル開催に協力し、書店組合としてより、読者を増やし
愛読者に感謝の意を伝えられるように努力する。
(4) ＴＳ流通協同組合
読者、書店からの注文に応え、さらなるサービス向上を目指し本年度は以下の事業を推進していく。
１　入荷速度の改善。
２　売上５％増。
３　組合加入の促進。
４　取引出版社の拡大。
５　新たな事業の提案と実施。
６　東京組合、Booker’sとの連携強化。
（オ）ＰＦ委員会
デジタル元年と呼ばれる中で、Ipad、キンドル、また携帯のスマートフォンの台等により競争が熾烈化の様相を呈している。この中で、Booker’sは（株）ACCESS開発のマガジンビューワを投入し、今までの書籍、コミックに次ぐ第3のアイテムとしてデジタル雑誌の投入を行う。また、国がつかさどる総務省等のデジタルアーカイブや、世界各国のデジタル端末の研究を行い、リアル書店の生き残りをかけて活動を行っていく。

[image: image3.emf]平成２２年度　東京都書店商業組合　青年部　収支予算案

（自　平成２２年４月１日～至　平成２３年３月３１日）

収入の部 支出の部

科目 金額 内訳 科目 金額 内訳

前年度繰り越し -330,850 総会費 100,000 ホテルエドモンド

補助金収入 800,000 本部より レクリエーション費 112,150

ブックフェスティバル売上 50,000 神保町 新年会費 50,000

カレンダー売上 25,000 クックアンドライフ 会議費 20,000 自動販売機利用料

広告掲載料売上 200,000 ホームページ広告 渉外費 170,000 青年部協議会他

旅費交通費 100,000 交通費補助

事務用品費 5,000

通信・印刷費 20,000

ＦＡＸ一斉同報サービス費 60,000 ネクスウェイ

レンタルサーバー費 32,000 ラディックス

広報委員会費 50,000 はるめきウェブ他

雑費 25,000 振込手数料他

合計 744,150 合計 744,150


[image: image4.emf]平成２１年度理事会出席表

ブロック名 構成支部名 店名 氏名

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

中央ブロック（２～３名） 千代田、中央、港・渋谷、新宿

小川書店 小 川 頼 之 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三弥井書店 吉 田 敬 弥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城北ブロック（２～３名） 文京、豊島練馬、板橋、北

赤城書店 牛 房 邦 夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高島平南天堂 内 田 亨

城南ブロック（２～３名） 品川、大田、目黒・世田谷、中野・杉並

雄文堂 矢 澤 達 治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文星堂 礒 田 直 樹 ○ ○

城東ブロック（２～３名） 荒川・足立、墨田・葛飾、江東・江戸川

吉田書籍部 吉 田 圭 一 ○

江戸川書房 秋 葉 良 成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

多摩ブロック（２～３名） 武蔵野、立川、八王子

分梅書店 下 向 紅 星 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Book Support

かつざわ書店

勝 沢 光 ○ ○

理事会推薦理事

やまべ書店 山 辺 真 次 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

千歳書店 上 地 進 二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

前年度理事

信愛書店

原 田 福 夫

○ ○ ○

ＴＳ流通協同組合

ブックスページワン

片 岡 隆

○ ○ ○ ○ ○

庶務

崇文堂

嶋 田 和 久

○ ○ ○ ○ ○ ○



